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た
だ
い
ま
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
山
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

宮
内
庁
掌
典
職
の
掌
典
と
し
て
、
五
十
五
歳
か
ら
十
五
年
間
、
七
十
歳

定
年
ま
で
長
い
と
言
え
ば
長
く
、
宮
中
祭
祀
と
い
っ
た
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
期
間
で
す
が
、
陛
下
の
近
く
で
御
奉
仕
で
き
ま
し

た
こ
と
を
、
非
常
に
喜
し
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。

さ
て
、
今
日
の
お
話
し
で
す
が
、
御
代
替
り
に
あ
た
っ
て
、
主
と
し
て

宮
中
祭
祀
と
い
っ
た
点
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

す
で
に
御
承
知
の
通
り
、「
退
位
に
伴
う
特
別
法
」
に
よ
っ
て
、
先
帝

陛
下
は
譲
位
な
さ
れ
て
上
皇
陛
下
と
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
四
月
三
十
日
の

段
階
で
国
事
行
為
と
し
て
「
退
位
礼
正
殿
の
儀
」
が
宮
殿
で
執
り
行
わ

れ
、
退
位
に
伴
う
諸
儀
式
は
終
了
し
て
居
り
ま
す
。

退
位
に
伴
う
諸
儀
式
は
、
す
で
に
三
月
十
二
日
に
行
な
わ
れ
た
「
賢
所

に
退
位
及
び
其
の
期
日
奉
告
の
儀
」「
皇
霊
殿
・
神
殿
に
退
位
及
び
其
の

期
日
奉
告
の
儀
」
の
宮
中
三
殿
へ
の
期
日
奉
告
の
祭
儀
に
始
り
、
同
日
御

所
で
行
わ
れ
た
「
神
宮
・
神
武
天
皇
山
陵
及
び
昭
和
天
皇
以
前
四
代
の
天

皇
山
陵
に
勅
使
発
遣
の
儀
」
と
続
い
た
。
此
の
儀
場
が
即
位
礼
・
大
嘗
祭

前
の
同
様
祭
儀
が
、
宮
殿
で
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
御
所
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
譲
位
と
言
う
明
治
以
降
の
新
例
に
よ
る
簡
略
化
な

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

三
月
十
五
日
に
は
、
前
記
の
「
勅
使
発
遣
の
儀
」
を
受
け
て
、
天
皇
の

お
使
い
で
あ
る
勅
使
は
、
伊
勢
の
神
宮
に
幣
帛
と
称
す
る
供
え
物
を
奉
じ

て
、
宮
中
三
殿
同
様
に
報
告
の
祭
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
神
宮
に
奉
幣
の
儀
」
の
同
日
に
「
神
武
天
皇
山
陵
及
び
昭
和
天
皇
以

前
四
代
の
天
皇
陵
に
奉
幣
の
儀
」
と
称
し
、
勅
使
は
各
御
陵
（
山
陵
）
に

神
宮
同
様
の
奉
告
の
祭
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
月
二
十
六
日
に
は
「
神
武
天
皇
山
陵
に
親
謁
の
儀
」
を
な

皇
位
継
承
に
伴
う
宮
中
祭
祀

山　

田　
　

蓉
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さ
れ
て
み
え
ま
す
。

四
月
に
入
り
ま
し
て
、
十
八
日
に
「
神
宮
に
親
閲
の
儀
」、
二
十
三
日

に
「
昭
和
天
皇
山
陵
に
親
謁
の
儀
」（
孝
明
天
皇
・
明
治
・
大
正
の
各
山

陵
御
親
拝
は
然
る
べ
き
時
期
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
神
宮
親
謁
の

儀
」
は
、
色
々
と
宮
内
庁
で
は
検
討
が
な
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
御
即

位
後
の
新
帝
の
「
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
神
宮
に
親
謁
の
儀
」
に
対
比
し

て
、
平
成
二
年
十
一
月
二
十
七
・
二
十
八
日
の
御
親
謁
時
と
同
様
に
、
陛

下
は
御
束
帯
（
黄
櫨
染
御
袍
）
で
の
御
拝
礼
を
簡
略
化
し
て
、
モ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
る
洋
装
で
の
御
拝
礼
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

譲
位
後
の
神
宮
親
謁
も
新
儀
で
あ
る
と
言
え
ば
新
儀
。
即
位
礼
及
び
大

嘗
祭
後
の
新
帝
御
親
謁
も
『
登
極
令
』
に
制
定
さ
れ
て
以
後
の
こ
と
で
あ

り
、
大
正
大
礼
に
始
ま
っ
た
儀
と
言
え
ま
す
。

四
月
三
十
日
「
退
位
礼
当
日
賢
所
大
前
の
儀
」「
退
位
礼
当
日
皇
霊

殿
・
神
殿
に
奉
告
の
儀
」
が
、
午
前
十
時
に
宮
中
三
殿
で
執
り
行
わ
れ
、

そ
し
て
国
事
行
為
と
し
て
の
「
退
位
礼
正
殿
の
儀
」
が
、
夕
刻
五
時
に
宮

殿
松
の
間
に
於
て
、
陛
下
最
後
の
儀
式
と
し
て
三
権
の
長
を
は
じ
め
約
三

百
人
の
参
列
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

譲
位
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
た
皇
位
継
承
は
光
格
天
皇
ま
で
約
二
百
年

前
の
事
で
、『
登
極
令
』
制
定
後
の
皇
位
継
承
儀
式
は
、
崩
御
が
前
提
で

儀
式
化
さ
れ
て
い
た
為
に
、
光
格
天
皇
の
皇
位
継
承
儀
式
を
参
考
に
、
退

位
と
践
祚
・
改
元
の
儀
式
を
同
日
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
為
に
、「
退
位

礼
正
殿
の
儀
」
を
前
記
の
通
り
四
月
三
十
日
夕
刻
に
、
引
続
き
五
月
一
日

午
前
十
時
半
国
事
行
為
と
し
て
の
「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」
が
宮
殿
に
於
て

執
行
さ
れ
、
同
時
刻
に
践
祚
に
伴
う
「
賢
所
の
儀
」
同
「
皇
霊
殿
・
神
殿

に
奉
告
の
儀
」
が
宮
中
三
殿
で
掌
典
長
以
下
に
よ
り
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

『
登
極
令
』
を
う
け
て
の
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
各
天
皇
は
、
崩
御
を

う
け
て
の
践
祚
で
あ
る
為
に
先
例
通
り
、
新
帝
服
喪
の
関
係
で
、
自
ら
三

殿
で
の
践
祚
奉
告
の
祭
儀
を
執
り
行
う
事
不
可
能
で
あ
る
為
に
、
掌
典
長

を
し
て
奉
告
せ
し
め
る
旨
の
次
第
を
設
け
た
。
よ
っ
て
、
今
度
は
其
の
後

の
国
事
行
為
「
即
位
後
朝
見
の
儀
」
十
一
時
、
等
の
儀
式
も
検
討
さ
れ
、

元
来
同
日
の
執
り
行
わ
れ
る
皇
位
継
承
儀
式
が
極
め
て
タ
イ
ト
に
な
る
為

に
、
先
例
も
あ
り
、
祭
儀
の
み
は
掌
典
代
行
と
言
う
事
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

五
月
一
日
非
常
に
御
多
忙
な
中
で
の
践
祚
・
改
元
関
係
の
儀
式
又
祭
儀

が
執
行
れ
た
後
、
一
般
参
賀
後
い
よ
い
よ
五
月
八
日
か
ら
即
位
礼
・
大
嘗

祭
関
係
前
儀
が
始
ま
る
訳
で
す
。

退
位
関
係
の
諸
議
を
受
け
て
、
即
位
礼
・
大
嘗
祭
関
係
を
「
大
礼
」
と

の
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
関
係
も
あ
り
、
五
月
か
ら
の
諸
儀
を
大
礼
関
係

諸
儀
と
称
し
、
以
下
記
す
こ
と
に
し
ま
す
。

先
ず
五
月
八
日
に
は
、「
賢
所
に
期
日
奉
告
の
儀
」
が
賢
所
で
、
引
続

き
「
皇
霊
殿
・
神
殿
に
期
日
奉
告
の
儀
」
が
皇
霊
殿
・
神
殿
で
執
り
行
わ

れ
る
。「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」「
大
嘗
祭
の
儀
」
の
行
わ
れ
る
期
日
を
定
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
先
ず
、
賢
所
に
、
そ
し
て
皇
霊
殿
・
神
殿

に
新
帝
御
親
ら
奉
告
さ
れ
る
儀
式
で
、
賢
所
で
御
告
文
を
奏
さ
れ
、
拝
礼



69 皇位継承に伴う宮中祭祀

さ
れ
る
初
め
て
の
御
事
で
あ
る
。

此
の
祭
儀
終
了
後
、
直
に
宮
殿
に
於
て
、「
神
宮
・
神
武
天
皇
山
陵
及

び
昭
和
天
皇
以
前
四
代
の
天
皇
陵
に
勅
使
発
遣
の
儀
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。さ

ら
に
発
遣
の
儀
を
受
け
て
、
勅
使
は
、
神
宮
な
ら
び
に
対
象
の
天
皇

陵
へ
と
参
向
し
、
五
月
十
日
に
そ
れ
ぞ
れ
幣
帛
を
献
り
（
奉
幣
）、
期
日

奉
告
の
祭
儀
を
執
り
行
わ
れ
た
訳
で
す
。

そ
し
て
大
嘗
祭
最
初
の
重
儀
で
あ
る
、「
斎
田
点
定
の
儀
」
が
五
月
十

三
日
に
、
宮
中
三
殿
の
神
殿
0

0

に
於
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
勅
使
発

遣
の
儀
と
共
に
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、
御
承
知
の
事
と
存
じ

ま
す
。

平
成
大
礼
時
、
此
の
「
斎
田
点
定
の
儀
」
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
方
法

で
前
例
を
参
酌
す
る
も
、
改
め
る
べ
き
も
の
は
改
め
て
実
施
さ
れ
た
経
緯

も
あ
り
、
今
度
も
色
々
と
検
討
す
る
も
、
前
例
通
り
の
方
法
で
実
施
す
る

事
に
な
り
、
十
三
日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
の
神
殿
で
の
祭
事
終
了
後
、

掌
典
長
は
卜
者
役
掌
典
、
灼
手
役
掌
典
、
合
図
役
掌
典
を
率
い
神
殿
を
降

り
、
東
幄
舎
に
入
る
。
次
に
宮
内
庁
長
官
が
卜
串
を
納
め
た
柳
筥
を
捧
持

し
た
大
礼
委
員
会
幹
事
を
従
え
幄
舎
に
入
り
、
傍
の
案
上
に
置
く
。
そ
し

て
、
掌
典
の
合
図
に
よ
り
、
大
礼
委
員
会
幹
事
は
長
官
よ
り
そ
の
柳
筥
を

受
け
、
掌
典
長
に
進
め
る
。
掌
典
長
は
そ
れ
を
卜
者
役
掌
典
に
授
け
、
掌

典
長
以
下
、
役
の
三
名
の
掌
典
が
神
殿
前
庭
に
設
営
の
斎
舎
内
に
入
り
、

掌
典
長
の
命
に
よ
り
亀
卜
の
こ
と
が
古
例
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
そ
れ
が
終

っ
て
、
掌
典
長
以
下
東
幄
舎
に
復
し
、
点
検
結
果
を
記
し
た
卜
串
を
納
め

た
柳
筥
を
、
宮
内
庁
長
官
に
伝
え
、
長
官
以
下
は
退
下
。
其
の
後
、
掌
典

長
以
下
再
び
神
殿
に
参
入
し
、
神
饌
を
撤
し
て
此
の
儀
は
終
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
内
庁
よ
り
、
大
嘗
祭
悠
紀
斎
田
は
栃
木
県
、
主
基
斎
田
は

京
都
府
と
発
表
が
あ
り
一
連
の
神
事
・
行
事
は
終
了
し
た
訳
で
す
。

さ
て
、
明
治
四
十
一
年
の
九
月
十
八
日
公
布
（
皇
室
令
第
一
号
）
の

『
皇
室
祭
祀
令
』
二
十
六
条
は
、
一
部
の
戦
後
改
廃
を
経
て
、
新
し
い
祭

祀
令
が
出
来
る
ま
で
、
当
分
の
間
の
処
置
と
し
て
今
日
に
継
承
さ
れ
て
い

る
が
、
一
月
元
旦
の
「
歳
旦
祭
」
を
始
め
と
し
て
、
十
二
月
三
十
一
日
の

「
節
折
」「
大
祓
」
に
至
る
数
多
く
の
祭
典
が
継
承
さ
れ
、
斎
行
さ
れ
て
い

る
。此

の
恒
例
祭
儀
の
中
で
、
神
殿
一
殿
の
み
に
限
定
さ
れ
た
祭
儀
は
無

い
。
三
殿
共
通
の
祭
儀
は
、
毎
月
の
旬
祭
の
他
、
一
月
元
日
の
歳
旦
祭
、

三
日
元
始
祭
、
二
月
十
七
日
祈
年
祭
、
十
二
月
二
十
三
日
天
長
祭
の
四

儀
。
一
方
皇
霊
殿
一
殿
に
限
る
祭
儀
は
、
年
中
恒
例
祭
で
最
も
多
い
六
儀

あ
り
、
こ
れ
に
式
年
祭
を
加
え
る
と
さ
ら
に
増
加
す
る
年
も
あ
る
。
し
か

し
、
賢
所
一
殿
に
限
る
祭
儀
は
十
月
十
七
日
神
嘗
祭
賢
所
の
儀
と
、
十
二

月
中
旬
の
賢
所
御
神
楽
の
二
儀
だ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
臨
時
祭
で
あ
る
「
大
嘗
祭
」
中
、
数
多
く
の
祭
儀
が
執
り

行
わ
れ
る
中
、
神
殿
に
限
定
す
る
祭
儀
は
、
こ
の
「
斎
田
点
定
の
儀
」
に

限
ら
れ
る
事
に
注
目
し
て
み
た
い
。

先
ず
、
宮
中
三
殿
の
中
の
神
殿
0

0

の
御
鎮
座
の
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。

宮
中
三
殿
は
、
賢
所
の
他
に
、
向
っ
て
左
に
皇
霊
殿
、
そ
し
て
右
に
神

殿
の
二
殿
が
鎮
座
す
る
。
此
の
二
殿
の
御
殿
と
、
賢
所
の
御
鎮
座
は
全
く

異
り
、
賢
所
の
鎮
座
は
、
宮
中
祭
祀
の
歴
史
か
ら
言
う
と
、
古
代
に
遡
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
皇
霊
殿
と
神
殿
は
、
賢
所
と
そ
の
歴
史
と
趣
き
を
異
に
し
て

い
る
。

現
在
の
地
に
御
鎮
座
に
な
っ
た
の
は
、
両
殿
共
に
明
治
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
東
京
遷
都
後
に
神
祇
官
神
殿
に
奉
斎
さ
れ
て
い

た
、
皇
霊
（
歴
代
天
皇
霊
）
と
、
神
霊
（
八
神
並
び
に
天
神
地
祇
）
は
、

明
治
四
年
八
月
に
神
祇
官
改
め
神
祇
省
の
神
殿
奉
斎
の
皇
霊
を
九
月
三
十

日
賢
所
に
御
同
座
と
し
て
、
取
り
敢
え
ず
遷
座
さ
れ
、
次
に
明
治
五
年
三

月
十
八
日
に
神
祇
省
神
殿
に
奉
斎
の
神
霊
を
賢
所
の
砂
拝
殿
へ
と
遷
座
し

た
。明

治
六
年
皇
居
火
災
に
伴
い
、
賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
共
に
赤
坂
仮
御

所
内
に
還
座
。
明
治
二
十
二
年
一
月
九
日
現
在
地
に
三
殿
様
式
と
し
て
還

座
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

彼
様
に
宮
中
神
殿
は
、
先
に
記
し
た
通
り
、
明
治
五
年
十
一
月
二
十
七

日
、
神
祇
省
八
神
・
天
神
地
祇
両
座
を
合
祀
し
て
一
座
と
し
神
殿
と
改
称

し
た
も
の
で
、
明
治
二
年
十
二
月
十
七
日
に
、
当
時
の
神
祇
官
神
殿
（
此

時
の
神
祇
官
庁
は
現
宮
城
馬
場
先
門
内
大
名
屋
敷
内
元
老
中
板
倉
伊
賀
守

勝
清
旧
役
宅
）
で
は
中
央
│
八
神
、
東
座
│
天
神
地
祇
、
西
座
│
代
々
の

御
皇
霊
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
鎮
祭
の
勅
か
ら
し
て
知
る
事
が
出
来
る

が
、
八
神
の
奉
斎
は
四
年
九
月
宮
中
遷
座
の
勅
か
ら
し
て
、
天
皇
の
思
し

召
し
に
よ
る
事
が
拝
察
で
き
る
。

宮
中
三
殿
の
神
殿
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
を
少
し
述
べ
た
が
、
神
殿
祭

神
の
八
神
に
つ
い
て
も
「
大
嘗
祭
」
と
縁
の
深
い
神
と
し
て
其
の
関
連
性

を
述
べ
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

中
世
以
降
明
ら
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
京
都
神
祇
伯
白
川
家

に
、
ま
た
神
楽
岡
吉
田
家
斎
場
に
、
ま
た
有
栖
川
宮
旧
邸
内
に
鎮
座
の
八

神
を
、
神
祇
省
八
神
殿
に
奉
遷
す
る
よ
う
仰
せ
ら
れ
た
こ
と
を
う
け
、
翌

五
年
正
月
十
七
日
に
奉
遷
し
た
。

明
治
の
大
嘗
祭
は
、
四
年
三
月
二
十
五
日
に
東
京
で
行
う
事
が
布
告
さ

れ
、
五
月
十
三
日
大
嘗
宮
予
定
地
吹
上
御
苑
が
確
定
し
、
さ
ら
に
二
十
二

日
神
祇
官
に
於
て
国
郡
卜
定
の
儀
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
「
是
の
日
、
神
祇
官
神
殿
庭
上
神
楽
舎
に
卜
庭

の
二
神
（
太
祝
詞
神
・
久
慈
真
知
神
）
を
祭
り
て
之
れ
が
卜
定
の
儀
を
行

ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

当
然
八
神
殿
奉
斎
前
の
神
籬
祭
祀
に
よ
る
卜
庭
二
神
に
よ
る
卜
定
の
祭

儀
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
古
く
平
安
期
の
神
祇
官
鎮
座
の
神
名
を

見
る
と
、『
延
喜
式
』
神
名
帳
の
宮
中
神
三
十
六
座
を
見
る
に
、「
神
祇
官

の
西
院
に
坐
す
御
巫
等
の
祭
る
神
二
十
三
座
」
と
し
て
、
御み
か
ん
な
ぎ巫の

祭
る
神

八
座
を
記
す
。
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神か
み
む
す
び
の
か
み

産
日
神　

高た
か
み
む
す
び
の
か
み

御
産
日
神　

玉た
ま
つ
め
む
す
び
の
か
み

積
産
日
神　

生い
く
む
す
び
の
か
み

産
日
神

足た
る
む
す
び
の
か
み

産
日
神　

大お
お
み
や
の
め
の
か
み

宮
賣
神　

御み
け
つ
か
み

食
津
神　

事
こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
か
み

代
主
神

そ
も
そ
も
神
祇
官
は
大
内
裏
図
を
見
る
と
、
大
内
裏
の
南
、
太
政
官
の

東
、
宮
内
省
の
さ
ら
に
東
南
に
位
置
し
、
郁
芳
門
の
南
掖
に
あ
る
。
東
院

と
西
院
に
分
れ
、
西
院
（
斎
院
）
の
構
内
に
八
神
殿
が
庭
上
に
三
基
の
鳥

居
を
要
し
、
東
面
し
て
鎮
座
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

応
仁
の
乱
後
朝
廷
の
式
微
は
甚
だ
し
く
、
神
祇
官
庁
も
廃
頽
し
て
し
ま

い
、
慶
長
十
四
年
吉
田
神
社
の
斎
場
を
も
っ
て
神
祇
官
代
と
せ
ら
れ
明
治

に
入
り
、
先
に
記
し
た
通
り
、
神
祇
官
再
興
に
当
り
、
神
祇
官
祭
祀
で
あ

る
元
来
の
八
神
を
加
え
て
旧
来
の
伝
統
的
皇
室
祭
祀
へ
と
進
む
事
に
な
っ

た
と
言
え
る
。

明
治
の
神
祇
官
神
殿
の
八
神
が
、
宮
中
神
殿
へ
と
遷
座
さ
れ
た
歴
史
は

大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
古
代
神
祇
官
西
院
の
前
庭
に
鎮

座
の
八
神
は
、
大
嘗
祭
鎮
魂
、
卜
兆
の
事
に
も
深
い
係
り
を
持
ち
、
当
然

大
嘗
祭
に
お
け
る
斎
田
点
定
に
お
け
る
亀
卜
と
も
深
い
係
り
を
持
っ
て
今

日
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

先
に
『
明
治
天
皇
紀
』
に
所
載
の
、
明
治
四
年
五
月
の
「
大
嘗
会
悠

紀
・
主
基
卜
定
の
儀
」
に
、

大
嘗
会
悠
紀
・
主
基
の
国
郡
は
、
古
来
機
内
近
国
を
選
び
て
卜
定
す

る
を
例
と
す
、
是
れ
京
都
に
近
き
を
以
て
な
り
、
然
る
に
今
次
の
大

嘗
祭
は
、
之
れ
を
東
京
に
於
て
行
は
せ
ら
る
る
に
由
り
、
悠
紀
を
甲

斐
国
巨
摩
郡
若
し
く
は
同
国
山
梨
郡
、
主
基
を
安
房
国
長
狭
郡
若
し

く
は
同
国
平
群
郡
と
予
定
し
、
是
の
日
神
祇
官
神
殿
庭
上
神
楽
舎
に

卜
庭
の
二
神
（
太
祝
神
・
久
慈
真
知
神
）
を
祭
り
て
之
れ
が
卜
定
の

儀
を
行
ふ

と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
太
政
官
日
誌
』
に
当
日
の
次
第
、「
神
降
」
の
前
に
「
次
大
臣

辨
を
召
両
国
郡
名
ノ
封
書
（
筥
入
）
ヲ
授
ケ
卜
定
ヲ
命
ス
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
太
政
官
辨
を
し
て
、
悠
紀
・
主
基
両
国
名
の
卜
封
書
（
筥
入
）

を
も
っ
て
、
神
祇
官
に
卜
定
を
命
じ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
事
よ
り
、

今
度
の
「
斎
田
点
定
の
儀
」
に
お
け
る
神
殿
前
庭
に
お
け
る
宮
内
庁
長
官

の
役
務
が
、
明
治
大
嘗
祭
の
辨
役
で
あ
る
事
が
想
定
さ
れ
る
。

古
代
の
一
代
一
度
の
大
嘗
祭
と
、
毎
年
恒
例
の
新
嘗
祭
が
区
分
さ
れ
、

制
度
と
し
て
確
立
す
る
の
は
、
平
城
天
皇
の
時
と
言
わ
れ
る
。

『
養
老
神
祇
令
』
に
は
、「
お
よ
そ
大
嘗
は
、
毎
世
一
年
国
司
行
事
し
、

以
外
は
毎
年
所
司
（
中
央
官
庁
の
神
祇
官
）
行
事
せ
よ
」
と
規
定
し
、
新

嘗
祭
と
の
区
別
を
し
て
い
る
。
大
嘗
祭
が
新
嘗
祭
と
大
き
く
異
な
る
の

は
、
国
司
が
関
与
す
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
畿
外
の

国
郡
が
二
つ
卜
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
郡
は
神
祇
官
人
が
亀
甲
を
焼

き
、
ひ
び
割
れ
の
入
り
方
で
吉
凶
を
占
う
「
亀
卜
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
。



No. 84, 2020　72モラロジー研究

大
嘗
祭
で
選
ば
れ
た
二
国
は
「
悠
紀
国
」「
主
基
国
」
と
呼
ば
れ
、
神

に
奉
る
新
穀
だ
け
で
な
く
、
大
嘗
祭
の
運
営
費
も
ま
か
な
う
定
め
で
あ
っ

た
。卜

定
に
よ
る
二
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
抜
穂
の
儀
」
に
よ
る
新
穀
の
収
納

場
所
で
あ
る
「
稲
実
殿
」、
そ
し
て
大
嘗
宮
が
造
営
さ
れ
る
ま
で
の
「
北

野
斎
場
」、
さ
ら
に
大
嘗
宮
用
材
の
伐
採
ま
で
、
国
郡
が
負
担
す
る
用
務

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
両
国
よ
り
北
野
斎
場
、
さ
ら
に

大
嘗
宮
ま
で
の
神
饌
行
列
に
は
優
に
国
郡
関
係
者
五
千
人
を
超
え
る
人
々

の
「
標
山
」
行
列
で
あ
っ
た
と
言
う
。
そ
の
為
平
安
中
期
宇
多
天
皇
の
大

嘗
祭
以
降
遠
国
の
斎
田
卜
定
か
ら
、
悠
紀
国
は
近
江
一
国
、
主
基
国
は
丹

波
・
備
中
に
固
定
化
し
、
郡
の
み
を
卜
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
に
至

っ
た
。

其
の
最
大
の
要
因
は
律
令
制
の
崩
壊
に
よ
る
と
言
わ
れ
、
荘
園
な
ど
の

私
有
地
が
拡
大
し
、
国
税
の
税
収
が
激
減
し
、
大
嘗
祭
を
挙
行
す
る
費
用

の
工
面
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
大
嘗
祭
に
要
す
る
経
費
は
律
令

制
下
で
は
悠
紀
・
主
基
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
正
税
か
ら
稲
一
万
束
を
供
出

し
、
都
へ
の
運
搬
夫
と
し
て
三
百
人
を
徴
発
す
る
な
ど
取
り
決
め
が
あ
っ

た
が
、
淳
和
天
皇
大
嘗
祭
時
に
は
実
際
に
は
両
国
共
に
十
五
万
束
も
の
費

用
を
要
し
政
府
は
両
国
に
た
び
た
び
免
税
措
置
や
、
運
搬
夫
の
道
中
食
費

を
支
給
し
た
り
、
そ
の
負
担
は
一
通
り
で
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

そ
の
為
大
嘗
祭
が
行
な
わ
れ
る
毎
に
「
行
事
所
」
を
立
ち
上
げ
、
全
国

の
国
司
に
必
要
な
課
税
を
し
た
り
す
る
な
ど
の
方
策
を
実
施
し
た
が
、
こ

れ
も
十
世
紀
に
な
る
と
、
そ
の
資
金
繰
り
も
困
難
と
な
り
、
十
五
世
紀
に

入
る
と
、
京
の
治
安
も
極
度
の
悪
化
に
よ
り
、
後
柏
原
天
皇
よ
り
、
中
御

門
天
皇
に
至
る
約
二
百
年
間
は
、
恒
例
の
宮
中
祭
は
も
ち
ろ
ん
、
大
嘗
祭

そ
の
も
の
の
執
行
が
不
可
能
と
な
っ
た
。

話
を
元
に
戻
す
が
、
先
に
記
し
た
通
り
平
安
時
代
中
期
に
は
、
斎
田
国

郡
卜
定
の
事
に
関
し
、『
中
右
記
』
に
「
往
古
ハ
国
郡
共
ニ
卜
定
ス
ト
雖

寛
平
以
後
国
仰
被
之
後
唯
郡
卜
定
所
也
」
と
あ
り
、
宇
多
天
皇
以
後
の
卜

定
は
単
に
斎
郡
を
卜
定
す
る
事
に
な
り
明
治
に
及
ん
で
い
る
。

因
に
国
史
に
見
え
る
大
嘗
祭
悠
紀
・
主
基
の
国
郡
を
見
て
み
よ
う
。

・
仁
明
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
高
嶋
郡

　
『
続
日
本
紀
』　

主
基
＝
備
中
国
下
道
郡

・
清
和
天
皇　
　

悠
紀
＝
参
河
国
幡
豆
郡

　
『
三
代
実
録
』　

主
基
＝
美
作
国
英
多
郡

・
陽
成
天
皇　
　

悠
紀
＝
美
濃
国
席
田
郡

　
『
三
代
実
録
』　

主
基
＝
備
中
国
都
宇
郡

・
光
孝
天
皇　
　

悠
紀
＝
伊
勢
国
員
辨
郡

　
『
三
代
実
録
』　

主
基
＝
備
前
国
和
気
郡

・
醍
醐
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
依
智
郡

　
『
日
本
紀
略
』　

主
基
＝
丹
波
国
多
紀
郡

・
村
上
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
神
崎
郡

　
『
大
嘗
会
御
禊
部
類
機
』
主
基
＝
備
中
国
下
道
郡
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・
冷
泉
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
野
洲
郡

　
『
日
本
紀
略
』　

主
基
＝
播
磨
国
餝
磨
郡

・
花
山
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
高
島
郡

　
『
歴
代
編
年
集
成
』
主
基
＝
丹
波
国
天
田
郡

・
一
条
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
野
洲
郡

　
『
日
本
紀
略
』　

主
基
＝
備
中
国
下
道
郡

・
三
条
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
坂
田
郡

　
『
日
本
紀
略
』　

主
基
＝
丹
波
国
矢
田
郡

・
後
三
条
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
愛
智
郡

　
『
扶
桑
略
記
』　

主
基
＝
備
中
国
英
賀
郡

・
近
衛
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
野
洲
郡

　
『
本
朝
世
紀
』　

主
基
＝
丹
波
国
氷
上
郡

・
高
倉
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
甲
賀
郡

　
『
兵
範
記
』　　

主
基
＝
備
中
国
賀
夜
郡

・
安
徳
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
野
洲
郡

　
『
歴
代
編
年
集
成
』
主
基
＝
丹
波
国
氷
上
郡

・
後
鳥
羽
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
甲
賀
郡

　
『
百
錬
抄
』　　

主
基
＝
丹
波
国
多
紀
郡

・
後
堀
河
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
野
洲
郡

　
『
承
久
三
年
四
年
日
次
記
』
主
基
＝
備
中
国
下
道
郡

・
四
条
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
坂
田
郡

　
『
百
錬
抄
』　　

主
基
＝
丹
波
国
氷
上
郡

延
引
に
依
り　
　

悠
紀
＝
近
江
国
愛
智
郡

　
　
　
　
　
　
　

主
基
＝
丹
波
国
多
紀
郡

・
後
嵯
峨
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
野
洲
郡

　
『
百
錬
抄
』　　

主
基
＝
備
中
国
下
道
郡

・
後
宇
多
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
甲
賀
郡

　
『
文
永
代
始
公
事
抄
』
主
基
＝
丹
波
国
多
紀
郡

・
伏
見
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
甲
賀
郡

　
『
歴
代
編
年
集
成
』
主
基
＝
備
中
国
英
賀
郡

・
後
伏
見
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
甲
賀
郡

　
『
歴
代
編
年
集
成
』
主
基
＝
丹
波
国
氷
上
郡

・
後
二
条
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
野
洲
郡

　
『
正
安
三
年
御
即
位
記
』
主
基
＝
備
中
国
英
賀
郡

・
称
光
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
野
洲
郡

　
『
経
嗣
公
記
』　

主
基
＝
備
中
国
下
道
郡

・
後
花
園
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
野
洲
郡

　
『
薩
戒
記
』　　

主
基
＝
丹
波
国
多
紀
郡

・
後
土
御
門
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
坂
田
郡

　
『
後
法
興
院
記
』　

主
基
＝
備
中
国
下
道
郡

・
東
山
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
滋
賀
郡

　
『
季
連
宿
禰
記
』　

主
基
＝
丹
波
国
桑
田
郡

・
櫻
町
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
滋
賀
郡

　
『
八
槐
記
』　　

主
基
＝
丹
波
国
桑
田
郡
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・
桃
園
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
滋
賀
郡
、
蒲
生
郡

　
『
八
槐
記
』　　

主
基
＝
丹
波
国
桑
田
郡
、
氷
上
郡

・
後
桜
町
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
滋
賀
郡

　
『
八
槐
記
』　　

主
基
＝
丹
波
国
船
井
郡

・
後
桃
園
天
皇　

悠
紀
＝
近
江
国
甲
賀
郡

　
『
八
槐
記
』　　

主
基
＝
丹
波
国
船
井
郡

・
光
格
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
甲
賀
郡

　
『
禁
裏
執
次
詰
所
日
記
』　

主
基
＝
丹
波
国
氷
上
郡

・
仁
孝
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
滋
賀
郡

　
『
禁
裏
執
次
詰
所
日
記
』　

主
基
＝
丹
波
国
桑
田
郡
」

・ 

孝
明
天
皇　
　

悠
紀
＝
近
江
国
滋
賀
郡
、
甲
賀
郡
ヨ
リ
卜
食
ハ
甲

賀
郡

　

 『
吉
田
家
日
記
』
主
基
＝
丹
波
国
桑
田
郡
、
船
井
郡
ヨ
リ
卜
食
ハ

桑
田
郡

・ 

明
治
天
皇　
　

悠
紀
＝
甲
斐
国
巨
摩
郡
、
山
梨
郡
ヨ
リ
卜
食
ハ
巨

摩
郡

　

 『
太
政
官
日
誌
』
主
基
＝
安
房
国
長
狭
郡
、
平
群
郡
ヨ
リ
卜
食
ハ

長
狭
郡

以
上
「
斎
田
点
定
の
儀
」
を
中
心
に
、
宮
中
八
神
と
宮
中
祭
の
事
に
触

れ
て
き
た
が
、
御
代
替
り
の
祭
儀
と
共
に
年
中
恒
例
の
祭
儀
の
中
に
、
八

神
と
深
い
係
り
の
あ
る
祭
儀
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
新
嘗
祭
前
日
十
一
月
二
十
二
日
夕
刻
の
「
鎮
魂
の
儀
」
で
あ

る
。此

の
祭
儀
は
『
神
祇
令
』
に
も
見
ら
れ
る
古
い
祭
儀
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
そ
の
由
来
・
方
法
を
も
記
す
。

そ
の
意
義
は
「
み
た
ま
し
ず
め
」「
た
ま
ふ
り
」
の
両
観
念
が
存
在
す

る
。
古
来
、
重
要
な
祭
祀
の
前
に
御
魂
を
本
来
に
し
て
と
願
う
祭
祀
、
鎮

魂
祭
を
行
っ
た
も
の
で
、
明
治
四
年
十
月
制
定
の
『
四
時
祭
典
定
則
』
で

は
、
中
祭
と
し
て
「
鎮
魂
祭
十
一
月
寅
日

於
八
神
殿

」
と
あ
り
、『
皇
室
祭
祀
令
』
新
嘗
祭

条
附
式
に
「
新
嘗
祭
前
一
日
鎮
魂
ノ
儀
」
と
題
し
、「
其
ノ
儀
御
衣
振
動

及
絲
結
ノ
式
ヲ
行
フ
」
と
あ
る
様
に
そ
の
儀
式
内
容
を
具
体
的
に
記
す
。

近
世
京
都
御
所
で
は
小
御
所
を
祭
場
と
さ
れ
た
が
、
現
在
は
綾
綺
殿
に

祭
場
を
設
け
、
御
所
・
東
宮
御
所
よ
り
御
玉
緒
を
う
け
て
、
夕
刻
五
時
よ

り
『
延
喜
式
』
に
記
す
通
り
宮
中
八
神
・
大
直
神
の
降
神
の
も
と
、「
絲

結
び
」、「
御
衣
振
動
」
の
諸
議
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

当
度
の
大
嘗
祭
に
お
い
て
も
、
此
の
祭
儀
も
「
大
嘗
祭
前
一
日
大
嘗
宮

鎮
祭
」
と
共
に
「
大
嘗
祭
前
一
日
鎮
魂
の
儀
」
と
し
て
、
新
嘗
祭
同
様
に

綾
綺
殿
を
装
飾
し
て
行
わ
れ
る
。

即
位
礼
・
大
嘗
祭
関
係
の
諸
儀
が
、
こ
れ
か
ら
数
多
く
執
り
行
な
わ
れ

る
事
に
な
る
が
、
時
間
の
関
係
上
、
名
称
の
み
で
お
許
し
い
た
だ
き
た

い
。（

大
嘗
宮
地
鎮
祭
）　　

皇
居
東
御
苑
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（
斎
田
抜
穂
前
一
日
大
祓
）　　

斎
田
地

・
斎
田
抜
穂
の
儀　
　

斎
田

　
（
悠
紀
・
主
基
両
地
方
新
穀
納
）　　

皇
居

〈
即
位
礼
関
係
〉

・
即
位
礼
当
日
賢
所
大
前
の
儀　
　

賢
所

　

皇
霊
殿
・
神
殿
に
奉
告
の
儀　
　

皇
霊
殿
・
神
殿

・
即
位
礼
正
殿
の
儀　
　

宮
殿

・
祝
賀
御
列
の
儀　
　

宮
殿
〜
赤
坂
御
所

・
饗
宴　
　

宮
殿

・
内
閣
総
理
大
臣
主
催
晩
餐
会　
　

都
内

・
一
般
参
賀　
　

宮
殿
東
庭

〈
大
嘗
祭
関
係
〉

・
神
宮
に
勅
使
発
遣
の
儀　
　

宮
殿

　
（
大
嘗
祭
前
二
日
御
禊
）　　

皇
居

　
（
大
嘗
祭
前
二
日
大
祓
）　　

皇
居

・
大
嘗
祭
前
一
日
鎮
魂
の
儀　

皇
居

　
（
大
嘗
祭
前
一
日
大
嘗
宮
鎮
祭
）　　

皇
居
東
御
苑

・
大
嘗
祭
当
日
神
宮
に
奉
幣
の
儀　
　

神
宮

・
大
嘗
祭
当
日
賢
所
大
御
饌
供
進
の
儀　
　

賢
所

　

皇
霊
殿
・
神
殿
に
奉
告
の
儀　
　

皇
霊
殿
・
神
殿

・
大
嘗
宮
の
儀　
　

大
嘗
宮

　
　

悠
紀
殿
供
饌
の
儀

　
　

主
基
殿
供
饌
の
儀

　
　
（
大
嘗
祭
後
一
日
大
嘗
宮
鎮
祭
）　　

皇
居
東
御
苑

・
大
饗
の
儀　
　

宮
殿

　
　
〈
即
位
礼
・
大
嘗
祭
後
関
係
〉

・
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
神
宮
に
親
謁
の
儀　
　

神
宮

・
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
神
武
天
皇
及
び
昭
和
天
皇
以
前
四
代
天
皇

山
陵
に
親
謁
の
儀　
　

各
山
陵

・
茶
会　
　

京
都
御
所

・
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
賢
所
に
親
謁
の
儀　
　

賢
所

　

皇
霊
殿
・
神
殿
に
親
謁
の
儀　
　

皇
霊
殿
・
神
殿

・
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
賢
所
御
神
楽　
　

賢
所

　
（
大
嘗
祭
後
大
嘗
宮
地
鎮
祭
）　　

東
御
苑

年
中
恒
例
の
皇
室
祭
祀
は
、
別
添
「
主
要
祭
儀
一
覧
」
で
示
す
通
り
で

あ
り
、
今
度
の
譲
位
・
改
元
・
即
位
礼
・
大
嘗
祭
関
係
の
諸
儀
は
臨
時
の

儀
式
で
あ
り
、
年
中
恒
例
の
皇
室
祭
祀
は
こ
れ
ら
臨
時
の
儀
式
が
行
わ
れ

る
中
で
も
、
そ
の
折
々
に
定
め
ら
れ
た
通
り
、
変
わ
る
こ
と
な
く
斎
行
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

こ
れ
ら
宮
中
に
お
け
る
皇
位
継
承
に
伴
う
臨
時
の
儀
式
は
、
必
ず
最
初

に
そ
の
儀
式
の
内
容
と
期
日
を
皇
祖
神
天
照
大
神
（
賢
所
）・
神
武
天
皇

以
下
皇
霊
（
皇
霊
殿
）・
宮
中
八
神
以
下
天
神
地
祇
（
神
殿
）
に
奉
告
す

る
事
に
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
伊
勢
の
神
宮
並
び
に
初
代
神
武
天
皇
御
陵
・
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先
帝
陵
へ
そ
の
旨
を
奉
告
す
る
勅
使
の
参
向
を
主
た
る
儀
式
内
容
に
構
成

さ
れ
て
い
る
。

賢
所
は
神
器
の
継
承
と
一
体
の
御
存
在
で
あ
り
、
順
徳
天
皇
の
『
禁
秘

抄
』
冒
頭
に
記
さ
れ
た
「
凡
禁
中
作
法
。
先
神
事
。
後
他
事
。」
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
神
宮
は
同
じ
く
『
禁
秘
抄
』
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
「
如
神
宮
奉

仰
為
伊
勢
御
代
官
被
留
置
也
。
神
事
次
第
同
伊
勢
。」
と
し
て
、
伊
勢
と

賢
所
の
神
事
次
第
は
同
じ
で
あ
る
事
を
記
す
。

さ
ら
に
、『
皇
室
祭
祀
令
』
に
お
け
る
皇
霊
祭
祀
は
、
初
代
神
武
天
皇

と
先
帝
の
祖
霊
祭
祀
を
他
の
天
皇
祭
祀
と
区
別
し
「
大
祭
」
に
位
置
づ
け

る
大
き
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
事
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

（
附
）
※
参
照　

皇
位
継
承
の
諸
儀
・
祭
儀
・
祭
典
一
覧
（
本
文
所

載
）

　

・
主
要
祭
儀
一
覧

　

・
宮
中
三
殿
平
面
図

　

・
大
嘗
宮
建
物
配
置
図
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宮中祭祀　主要祭儀一覧

月　日 祭　儀 内　　容

1月 1日 四方拝 早朝に天皇陛下が神嘉殿南庭で伊勢の神宮、山陵および四方の神々
をご遙拝になる年中最初の行事

歳旦祭 小祭 早朝に三殿で行われる年始の祭典

1月 3日 元始祭 大祭 年始に当たって皇位の大本と由来とを祝し、国家国民の繁栄を三殿で祈られる祭典

1月 4日 奏事始 掌典長が年始に当たって、伊勢の神宮および宮中の祭事のことを天
皇陛下に申し上げる行事

1月 7日 昭和天皇祭 大祭 昭和天皇の崩御相当日に皇霊殿で行われる祭典（陵所においても祭典がある）。夜は御神楽がある。

1月 30日 孝明天皇例祭 小祭 孝明天皇の崩御相当日に皇霊殿で行われる祭典（陵所においても祭典がある）
2月 17日 祈年祭 小祭 三殿で行われる年穀豊穣祈願の祭典
2月 23日 天長祭 小祭 天皇陛下のお誕生日を祝して三殿で行われる祭典

春分の日 春季皇霊祭 大祭 春分の日に皇霊殿で行われるご先祖祭
春季神殿祭 大祭 春分の日に神殿で行われる神恩感謝の祭典

4月 3日 神武天皇祭 大祭 神武天皇の崩御相当日に皇霊殿で行われる祭典（陵所においても祭典がある）
皇霊殿御神楽 神武天皇祭の夜、特に御神楽を奉奏して神霊をなごめる祭典

6月 30日 節折 天皇陛下のために行われるお祓いの行事
大祓 神嘉殿の前で、皇族をはじめ国民のために行われるお祓いの行事

7月 30日 明治天皇例祭 小祭 明治天皇の崩御相当日に皇霊殿で行われる祭典（陵所においても祭典がある）

秋分の日 秋季皇霊祭 大祭 秋分の日に皇霊殿で行われるご先祖祭
秋季神殿祭 大祭 秋分の日に神殿で行われる神恩感謝の祭典

10月 17日 神嘗祭 大祭 賢所に新穀をお供えになる神恩感謝の祭典。この朝天皇陛下は神嘉殿において伊勢の神宮をご遙拝になる。

11月 23日 新嘗祭 大祭

天皇陛下が、神嘉殿において新穀を皇祖はじめ神々にお供えになっ
て、神恩を感謝された後、陛下自らもお召し上がりになる祭典。宮
中恒例祭典の中の最も重要なもの。天皇陛下自らご栽培になった新
穀もお供えになる。

12月中旬 賢所御神楽 小祭 夕刻から賢所に御神楽を奉奏して神霊をなごめる祭典

12月 25日 大正天皇例祭 小祭 大正天皇の崩御相当日に皇霊殿で行われる祭典（陵所においても祭典がある）

12月 31日 節折 天皇陛下のために行われるお祓いの行事
大祓 神嘉殿の前で、皇族をはじめ国民のために行われるお祓いの行事

毎月 1･11・
21日

旬祭 三殿を通じて行われる奉謝と祈願の祭典。毎月 1日は天皇陛下の親
拝がある。

毎日 毎朝御代拝 毎朝、侍従による代拝
式年祭

崩御日に相
当する日

先帝以前三代の式
年祭 大祭 5年、10年、20年、30年、40年、50年、100年、以後 100年ごと

に皇霊殿で行われる祭典（陵所においても祭典がある）
先后の式年祭 大祭 同上
皇妣たる皇后の式
年祭 大祭 同上

緩靖天皇以下先帝
以前四代に至る歴
代天皇の式年祭

小祭
同上

宮内庁ウェブサイト等より作表
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宮中三殿平面図
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大嘗宮建物配置図




